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研究要旨 
プライベートクリニックに iTesting への協力を得ることで、地域に HIV 感染症、梅毒に関する検査窓口（iTesting@clinic）
を設置することが可能になる。これまでの検討で iTesting 受験者からは、土曜日に営業している医療機関で検査を受け

たいとの強い要望があることが判明し、iTesting@clinic には、土曜日や 17 時以降に検査可能な施設で実施する必要があ

ると考えられた。本研究は、土曜日や平日 17 時以降に検査可能な 4 施設にアンケート調査を行い、iTesting@clinic の具

体的な運用システムの構築を検討した。アンケート調査の結果では、土曜日、平日 17 時以降の実施は、他に救急対応を

行っている総合病院では、困難と思われた。一方で、プライベートクリニックは、採血検体の遠心分離等の検体処理がで

きず、検査当日に検体回収を行うシステムを構築する必要が明らかになった。さらに、スタッフの安全管理面において針

刺し事故が発生した場合に、匿名検査では針刺し事故発生時の対応ができないことに不安を感じるとの意見があり、

Itesting@clinic の実施に向けて解決すべき課題と考えられた。 
 
A. 研究目的 

国内におけるＨＩＶ感染者・エイズ患者は、医療機関への

受診機会の少ない 20～30 歳代が半数以上を占める。また、

HIV 感染症を診断されず AIDS を発症した「いきなり AIDS

症例」も存在する。さらに、梅毒についても、コロナ禍に

おいて増加がみられ、梅毒抗体検査を簡便に受けられる検

査機関の整備が求められている。iTesting@Aichi&NMC は、

HIV 及び梅毒感染に不安を持つ一般市民に対して匿名で

HIV・梅毒検査を実施し、これら感染症の蔓延防止に成果

をあげてきた。しかし、これまでの検討で iTesting 受験

者から、土曜日に営業している医療機関で検査を受けたい

との強い要望があることが判明した。本研究は、土曜日や

17 時以降に検査可能な 4 施設にアンケート調査を行い、

iTesting@clinic の具体的な運用方法を検討した。 

B. 研究方法 

Itesting@clinic 運用に向けた事前調査として総合病院

（土曜日営業）、総合病院（祝日営業あり）、婦人科プライ

ベートクリニック（夕診、土曜日営業）、メンタルプライ

ベートクリニック（夕診、土曜日営業）にアンケートを依

頼し、対面または ZOOM を用いて調査（下記内容）を行っ

た。 

 採血前の説明は、WEB 媒体で十分か？ 

 検査前に提供する説明文が他に必要と思うか？ 

 Itesting@clinic に関する質問に対応して希望者か

らの質問に対応できるか？ 

 性感染症ハイリスク症例が来院された時、

Itesting@clinic に関する情報提供をして頂ける

か？ 

 貴施設で「梅毒」の治療経験はあるか？ 

 Itesting@clinic を貴施設で実施頂く際に、実施経

費の支給を希望されるか？ 

 平日午前診以外に、土曜日午前診、平日夕診におい

ても Itesting@clinic を受け付け可能か？ 

C. 研究結果 

検査実施前の説明については、4 施設ともに WEB に作成さ

れている Itesting の説明文程度であれば可能であとの意

見を得た。エイズ拠点病院でない総合病院（土曜日営業）

およびプライベートクリニックからは、HIV 感染症だけで

なく梅毒結果判定に関する質問についても名古屋医療セ

ンターで一括対応の要望があった。また、婦人科プライベ

ートクリニックから実施施設への経費の支給について初

診料が得られないため採血量、検体管理料金を含めて

10000 円程度は必要との意見を得た。一方で、土曜日午前

診、平日夕診での実施についてプライベートクリニックで

は、採取当日に検体回収ができれば可能とのことであった。 

 

Ｄ．考察 

今回のアンケート調査で、平日 17 時以降の実施は、救急

業務を担う総合病院では、困難と思われた。一方で、プラ

イベートクリニックでは、土曜日、平日 17 時以降の実施

が可能だが、遠心分離等の検体処理が行えず、検体一時保

管が必要な提携検査センターと医療センターの契約が必



要と考えられた。さらに、婦人科プライベートクリニック

からは、スタッフの安全管理面において針刺し事故が発生

した場合に、匿名検査では針刺し事故発生時の対応ができ

な い こ と に 不 安 を 感 じ る と の 意 見 が あ り 、

Itesting@clinic の実施に向けて解決が必要な課題と考

えられた。 

E. 結論 

Itesting@clinic を運用するためには、総合病院よりプラ

イベートクリニックに依頼することが妥当と考えられた。

一方で、プライベートクリニックでは、検体処理と保管が

困難なため、即日検体回収のシステムを構築する必要があ

る。また、Itesting@clinic は、被験者が匿名で運用され

るため、針刺し事故が発生した場合の対策も検討する必要

がある。 
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